
特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

Ⅰ　資産の部

１ 流動資産

手許現金有高 1,428,185

北洋銀行　栗山支店(0385324) 1,298,775

空知信用金庫　栗山支店 5,548

北洋銀行　栗山支店(0429673) 10,000

前　　払　　費　　用 209,349

流動資産合計 2,951,857

2 固定資産

事務所　内装工事 567,875

1,264,032

マイクロバス　2台 8,010,520

事務所内　備品一式 他 165,073

固定資産合計 10,007,500

資産合計（Ａ） 12,959,357

Ⅱ　負債の部

１ 流動負債

0

岩見沢税務署　源泉所得税 138,548

流動負債合計 138,548

2 固定負債

北洋銀行　栗山支店 5,306,600

日本政策金融公庫 6,181,000

固定負債合計 11,487,600

負債合計（Ｂ） 11,626,148

正味財産（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） 1,333,209

車　輌　運　搬　具

什    器    備    品

長 期 借 入 金

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）

短 期 借 入 金

預 り 金

建　　　　　　　　物

構　　　築　　　物

平成30年度　財　産　目　録
平成31年 3月31日　現在

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）

現 金

普 通 預 金



別記第５号様式の２（第２条関係）

栗山町長　様

特定非営利活動法人の名称　

代表者の氏名 鈴　　木　　　貴　　浩 印

電話番号　　　　　　　　　　 (0123)  72 - 6655
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特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

　前事業年度の財産目録

　前事業年度の貸借対照表

　前事業年度の収支計算書

　前事業年度の役員名簿

　前事業年度の社員のうち10人以上の者の氏名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）及び

住所又は居所を記載した書面

令和元年　6月　30日　

事　業　報　告　書　等　提　出　書

　次に掲げる前事業年度（　30年　4月　1日から　31年　3月　31日まで）の事業報告書等について、特

定非営利活動促進法第29条第１項の規定により、提出します。

記

　前事業年度の事業報告書



１　事業の成果

２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業

定款の事業名 事　業　内　容 実施月日 実施場所
従事者

の人数

受益対象者の

範囲及び人数

支出額

（千円）
サッカーを中心

とする、各ス

ポーツ競技のク

ラブチーム運営

事業

サッカークラブチームU-12（小

学生）・U-15（中学生）・TOP
（成人）の技術指導及び運営

管理

平成３０年

４月１日か

ら平成３１

年３月３１

日

栗山町及

び空知近

郊地域

7 栗山町及び空

知近郊地域の

中学生･高校

生･一般成人の

男女９１名

15,778

サッカーを中心

とする、各ス

ポーツの普及

及び振興に関

する事業

サッカースクールキッズ（幼

児）・ジュニア（小学生）・シニ

ア（成人）の技術指導及び運

営管理

平成３０年

４月１日か

ら平成３１

年３月３１

日

栗山町及

び空知近

郊地域

7 栗山町及び空

知近郊の幼児・

小学生・一般

成人の男女２９

名

1,754

(2)　その他の事業

定款の事業名 実施月日 実施場所 従事者の人数
支出額

（千円）

スポーツ用品の

販売事業
なし なし なし なし

・クラブチーム運営事業

昨年度のU-15昇格により田舎町から北海道を舞台にプレーすることができました。選手たちにとっては意識もプレー

も成長できる一年となりました。ただ、一年での降格と遠征にかかる費用負担や勝敗が理想と現実の狭間での活動で

運営や活動が窮屈になったことも否めませんでした。選手及び保護者のニーズ把握と活動全般の見直しも図りながら

地域に根差したクラブづくりを模索していきながら、クラブ全体の未来図の構築をしていこうと考えます。引き続き焦ら

ず生涯スポーツと競技スポーツの両輪で進んでいける活動を目指し創意工夫をしながらスポーツクラブとしての活動を

継続していきたい。

・スポーツの普及及び振興に関する事業

ランニングクラブの定着化一番の成果。ただ、我々が育てた子供運動塾という事業をスポーツセンターに渡したもの

の、消化事業的なものになってしまっている部分を新事業の考案で改善していこうと考える。子供も高齢者もみんなつ

ながるという理想に力を注ぎたい。総合型地域スポーツクラブの意味！もっともっと可能性を拡げていきたい。地域住

民のニーズに応えられるような活動を考え、より多くの方たちに生涯スポーツに親しみ、運動で健康や笑顔が増えるよ

うな街づくりに寄与していきたい。

事　業　内　容

なし

平成３０年度事業報告書

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで

特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

Ⅰ　資産の部

１ 流動資産

2,742,508

209,349

流動資産合計 2,951,857

2 固定資産

567,875

1,264,032

8,010,520

165,073

固定資産合計 10,007,500

資産合計（Ａ） 12,959,357

Ⅱ　負債の部

１ 流動負債

138,548

流動負債合計 138,548

2 固定負債

11,487,600

固定負債合計 11,487,600

負債合計（Ｂ） 11,626,148

Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産 1,259,854

当期正味財産増加額 73,355

正味財産合計（Ｃ） 1,333,209

負債及び正味財産合計（Ｂ）＋（Ｃ）＝（Ａ） 12,959,357

現 金 及 び 預 金

金　額　（単位：円）

平成30年度　特定非営利活動に係る事業に関する会計　貸借対照表
平成31年 3月31日　現在

勘　定　科　目　・　概　要

建　　　　　　　　物

什    器    備    品

長 期 借 入 金

預 り 金

短 期 借 入 金

前 払 費 用

車　輌　運　搬　具

構　　　築　　　物



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

Ⅰ　資産の部

１ 流動資産

流動資産合計 0

資産合計（Ａ） 0

Ⅱ　負債の部

１ 流動負債

流動負債合計 0

負債合計（Ｂ） 0

Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産 0

当期正味財産増加額 0

正味財産合計（Ｃ） 0

負債及び正味財産合計（Ｂ）＋（Ｃ）＝（Ａ） 0

平成30年度　その他の事業に関する会計　貸借対照表
平成31年 3月31日　現在

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

　（資金収支の部）

Ⅰ　経常収入の部

１ 会費収入

正会員 0

賛助会員 0 0

２ 事業収入

クラブ・スクール収入 18,986,044

大会・イベント・遠征会費 660,929

その他収入 6,461,560 26,108,533

3 寄付金収入

寄付金 2,963,907

4 補助金収入 0 2,963,907

経常収入合計（Ａ） 29,072,440

Ⅱ　経常支出の部

１ 事業費

コーチ報酬 1,909,000

車両経費 3,317,016

その他事業支出 12,306,015 17,532,031

２ 管理費

給料手当 10,130,000

法定福利費 1,228,946

その他管理支出 108,108 11,467,054

経常支出合計（Ｂ） 28,999,085

経常収支差額（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） 73,355

Ⅲ　その他資金収入の部

その他資金収入合計（Ｄ）

Ⅳ　その他資金支出の部

その他資金支出合計（Ｅ）

当期収支差額（Ｆ）＝（Ｃ）＋（Ｄ）－（Ｅ） 73,355

前期繰越収支差額（Ｇ） 0

次期繰越収支差額（Ｆ）＋（Ｇ） 73,355

　（正味財産増減の部）

Ⅴ　正味財産増加の部

当期収支差額 73,355

増加額合計（Ｈ） 73,355

Ⅵ　正味財産減少の部

減少額合計（ Ｉ ） 0

当期正味財産増加額（ J ）＝（H)－（ I ） 73,355

前期繰越正味財産額（K) 1,259,854

当期正味財産合計（ J ）＋（K) 1,333,209

金　額　（単位：円）

平成30年度　特定非営利活動に係る事業に関する会計　収支計算書
平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで

勘　定　科　目　・　概　要



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

　（資金収支の部）

Ⅰ　経常収入の部

経常収入合計（Ａ） 0

Ⅱ　経常支出の部

１ 事業費

その他事業支出 0

２ 管理費

その他管理支出 0

経常支出合計（Ｂ） 0

経常収支差額（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） 0

Ⅲ　その他資金収入の部

その他資金収入合計（Ｄ）

Ⅳ　その他資金支出の部

その他資金支出合計（Ｅ）

当期収支差額（Ｆ）＝（Ｃ）＋（Ｄ）－（Ｅ） 0

前期繰越収支差額（Ｇ） 0

次期繰越収支差額（Ｆ）＋（Ｇ） 0

　（正味財産増減の部）

Ⅴ　正味財産増加の部

当期収支差額 0

増加額合計（Ｈ） 0

Ⅵ　正味財産減少の部

減少額合計（ Ｉ ） 0

当期正味財産増加額（ J ）＝（H)－（ I ） 0

前期繰越正味財産額（K)

当期正味財産合計（ J ）＋（K) 0

平成30年度　その他の事業に関する会計　収支計算書
平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）


